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換え(GM)作物も含む］の生産は 60 年代と比べ小麦は 2.7
































































































































 わが国の最近 5年間（平成 21-25 年）のアマランサス
の生産はほとんど岩手県に限られており、生産量は年間
平均 24 トンである。アワ（177 トン）、キビ（240 トン）、
ヒエ（255 トン）と比べてかなり少ない 10）。アマランサ
スの単収は平均 1.1 トン/ha であり、他の穀物とほとん
ど変わらない。市場販売価格は、筆者が調べたところ、









































































































 アマランサス 100g 中の各種ミネラル含量は、Ca（160 
mg）, Mg（270 mg）, K（600 mg）, P（540 mg）, Fe（9.4 
mg）,Zn（5.8 mg）であり（表 1）、ほぼ大豆に匹敵する。
著者が行ったエネルギー分散形Ｘ線マイクロアナリシ
スによると、Mg, K, P は胚芽組織に局在していることが
分かった 26）。P は、細胞内のプロテインボディ（タンパ
ク質顆粒）に封入されているフィチン酸（イノシトール










穀物名 蛋白質 脂質 炭水化物 灰分 K Ca Mg P Fe Zn 総食物繊維
アマランサス（玄穀） 12.7 *6.0 64.9 2.9 600 *160 *270 *540 9.4 *5.8 7.4
キヌア *14.6 5.6 64.4 *3.4 *927 149 250 384 *13.2 4.4 ＊13.4
ソバ米 9.6 2.5 73.7 1.4 390 12 150 260 1.6 1.4 2.7
アワ（精白粒） 11.2 4.4 69.7 1.4 280 14 110 280 4.8 2.5 3.3
キビ（精白粒） 11.3 3.3 70.9 0.7 200 9 84 160 2.1 2.7 1.6
ヒエ（精白粒） 9.4 3.3 73.2 1.3 240 7 58 280 1.6 2.2 4.3
モロコシ（玄穀） 10.3 4.7 71.1 1.9 590 16 160 430 3.3 2.7 9.7
オート麦 13.7 5.7 69.1 1.5 260 47 100 370 3.9 2.1 9.4
大麦（七分つき押麦） 10.9 2.1 72.1 0.9 220 23 46 180 1.3 1.4 10.3
トウモロコシ（玄穀） 8.6 5.0 70.6 1.3 290 5 75 270 1.9 1.7 9.0
小麦（玄穀、国産普通） 10.6 3.1 72.2 1.6 470 26 80 350 3.2 2.6 10.8
玄米 6.8 2.7 74.3 1.2 230 9 110 290 2.1 1.8 3.0


































































を開発した 33,34,35）。この方法（約 240℃、数 10 秒間）で


















































欧米諸国で占める。日本は 21 位（77.4）で、最下位（109 位）
のブルンジ（25.1）に至る下層にはアフリカ諸国が連なる。 
  
























 FAO の食料危機最新情報（2013 年）によると、外部か
らの食料支援を必要としている国は、レソトほか 36 カ














によると、約 80 万人の低栄養の幼児がおり、毎年約 1
万人の子供が栄養失調で死亡している。メキシコの最も
貧しい地方自治体である南部の Chiapas, Guerrero, 
Oaxaca の 3州では少年少女の 80％が栄養不良だという。
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